
2026 年７月 16 日教育長定例記者会見 資料２ 

保護者と学校との「保護者連絡ツール」の導入について 

 

１ 要 旨  

保護者及び教職員の利便性向上と負担軽減のため、静岡市立小学校・中学校全校で家庭

と学校間の連絡をスマートフォン等で行うことができる保護者連絡ツールの運用を、令和

８年７月 21 日から開始します。 

 

２ 現 状  

（個別連絡）保護者との連絡は主に電話で行っています。しかしながら、保護者が電話対

応できない場合、保護者は学校からの連絡内容が分からず、教職員は再度の電話連絡、

又は保護者からの連絡を待つ必要があり、保護者、教職員双方の負担となっています。 

（一斉配信）学校ごとに保護者連絡ツールを導入したため４つの異なる保護者連絡ツール

が利用されていること、教育委員会から保護者への一斉配信には有料版の契約が必要で

あることから、教育委員会から全保護者への一斉配信が行えません。 

そのため、教育委員会から全保護者に情報を配信する場合、教育委員会⇒各学校⇒保

護者の流れにより行っていました。 

現状、緊急時等の保護者への連絡に時間が掛かる上、各学校の教職員が保護者への配

信作業を行う負担が生じていました。 

 

３ 統一した保護者連絡ツールを導入することによる効果 

（個別連絡）個別のやり取りが必要な保護者への個別連絡が可能となることで、保護者は

電話対応ができない場合でも保護者連絡ツールにより連絡内容を確認することができ

ます。 

教職員は、既読通知機能により保護者の確認状況を把握することができます。 

（一斉配信）教育委員会から全保護者に一斉配信をすることで、緊急時等の保護者との情

報共有が迅速化されます。また、教職員は学校ごとの配信の必要が無くなり負担軽減に

なります。 

（アンケート機能）学校・教育委員会から保護者へのアンケートなどが電子化され、保護

者は携帯電話等からいつでも回答ができます。 

また、教職員はアンケート用紙の印刷、配付、回収、集計に掛けていた時間が短縮さ

れます。 

 

 

 

 

 

担当：教職員課 054-354-2178 

裏面あり 
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４ 主な機能の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別連絡 欠席・遅刻連絡 一斉配信 アンケート機能 

個別のやりとりが必要な特

定の保護者にメッセージを

送ることができます。 

教育委員会から全保護者へ

の連絡・資料を直接配信で

きます。 

保護者からの欠席・遅刻連絡

を日時や理由を含めて連絡

できます。 

学校から保護者へのアンケ

ートの配付・回答がオンライ

ン化されます。 
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